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北
海
道
の
北
東
部
に
は
、
南
西
部
と
は
異
な
る
文
化
を

も
つ
遺
跡
が
見
ら
れ
る
。
特
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
の
地
域

に
は
、
縄
文
、
続
縄
文
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
、
ア
イ
ヌ
文

化
ま
で
各
時
代
の
遺
跡
が
分
布
し
、
白
滝
村
な
ど
内
陸
部

で
は
、旧
石
器
時
代
の
特
色
あ
る
遺
跡
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
中
で
も
、
常
呂
川
河
口
遺
跡
は
、
掘
り
出
さ
れ
た

遺
構
・
遺
物
の
数
量
と
内
容
に
お
い
て
突
出
し
て
い
る
。

擦
文
文
化
期
の
竪
穴
・
土
壙
墓
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
期
の

竪
穴
住
居
・
土
壙
墓
、
続
縄
文
文
化
期
の
竪
穴
住
居
・
土

壙
墓
・
埋
甕
、
縄
文
晩
期
の
土
壙
墓
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の

遺
構
の
下
層
に
縄
文
後
期
・
中
期
・
前
期
の
遺
構
が
確
認

さ
れ
、
竪
穴
の
窪
み
を
利
用
し
た
ア
イ
ヌ
文
化
期
の
送
り

場
遺
構
な
ど
各
時
期
の
遺
構
が
一
帯
で
確
認
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
以
降
に
調
査
さ
れ

た
縄
文
後
期
の
朱
円
周
堤
墓
（
斜
里
町
）
も
、
そ
の
規
模

の
大
き
さ
で
群
を
抜
い
て
い
る
。

　

流
氷
の
見
ら
れ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
を
中
心
に
、
５
世

紀
か
ら
13
世
紀
に
か
け
て
現
わ
れ
、
忽
然
と
消
え
た
人
々

が
い
る
。
早
く
か
ら
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
モ
ヨ
ロ
貝
塚
に

代
表
さ
れ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
を
残
し
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
人

で
あ
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
人
は
、
縄
文
人
な
ど
と
は
異
な
っ

た
人
々
で
あ
り
、
そ
の
遺
跡
の
分
布
は
、
サ
ハ
リ
ン
南
部

か
ら
利
尻
・
礼
文
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
、
根
室
、
千
島
に

及
ん
で
い
る
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
特
徴
を
少
し
取
り
上
げ
て
見
よ

う
。
漁
労
に
お
い
て
、
同
時
代
の
続
縄
文
人
や
擦
文
人
が
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謎
に
包
ま
れ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化

 
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
の
古
代
遺
跡
群 

常呂遺跡（常呂町）


